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本
文
の
要
旨

筆
者
が
道
東
地
域
で
8
年
間
実
施
し
て
き
た
エ
ゾ

シ
カ
に
関
す
る
調
査
結
果
や
被
害
対
策
の
現
状
な
ど

を
も
と
に
、
現
在
北
海
道
が
取
り
組
ん
で
い
る
エ
ゾ

シ
カ
保
護
管
理
計
画

(詳
細
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
参
照
)
に
対
す
る
問
題
点
の
指
摘
と
筆
者
な
り
の

提
言
を
述

べ
た
。

エ
ゾ
シ
カ
問
題
は
、
我
々
が
直
面
し
て
い
る
人
間

社
会
に
お
け
る
様
々
な
問
題

の
典
型
で
す
。
オ
オ
カ

ミ
絶
滅
、
土
地
利
用
を
め
ぐ
る
摩
擦
、
開
発
の
あ
り

か
た
、
経
済
問
題
、
産
業
問
題
、
農
村
問
題
、
食
糧

問
題
、
環
境
問
題
、
森
林
破
壊
、
地
球
温
暖
化
、
命

の
尊
厳
、
教
育
問
題
、
観
光
問
題
、
全
て
に
接
点
が

あ
り
ま
す
。
放

っ
て
置
い
た
り
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で

何
と
か
し
て
も
、
あ
と
か
ら
そ
の
ツ
ケ
が
何
倍
に
も

膨
ら
ん
で
回

っ
て
き
ま
す
。
極
論
を
言
え
ば
、
全
て

の
責
任
を

エ
ゾ
シ
カ
に
押
し
付
け
て
、
絶
滅
さ
せ
れ

ば

一
時
し
の
ぎ
に
は
な
り
ま
す
。
で
も
残
さ
れ
た
我
々

人
間
社
会
の
問
題
は
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
。
我
々
が

エ
ゾ
シ
カ
に
試
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

・
農
林
業
被
害
額
の
問
題

(参
考

"
表
1
)

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
額
の
算
出
方
法
は
改
善

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
農
業
被
害
額
の
う
ち
、
特
に
畑
地

に
お
け
る
被
害
額
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
割
合
を
評
価
す

る
際
過
大
評
価
と
な
り
や
す
い
算
出
基
準
で
あ
る
。
北
海

道
の
被
害
割
合
の
算
式

(表
2
)
に
よ
れ
ば
、
被
害
割
合

は
販
売
額
を
基
に
算
出
す
る
と
し
て
い
る
。
販
売
額
を
基

に
算
出
す
る
方
法
で
は
、
気
象
条
件
に
よ
る
収
量

へ
の
影

響
や
ラ
ン
ダ
ム
な
食
痕
分
布
を
示
す

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
食

害
を
ど
れ
だ
け
正
確
に
評
価
出
来
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

被
害
割
合
は
、
現
場
に
お
け
る
食
痕
調
査
な
ど
の
定
量
的

な
調
査
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

牧
草
地
に
お
け
る
被
害
額
は
、
未
申
告
に
よ
る
過
小
評

価
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
圃
場
全
体
の
被
害
量
を

正
確
に
算
出
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
牧
草

の
再
生

力
は
旺
盛
で
あ
り
、
仮
に
被
害
が
生
じ
て
も
牧
草
が
余

っ

て
い
る
場
合
も
あ
る
。

農
業
被
害
額
は
、
現
時
点
で
は
精
神
的
苦
痛
や
防
除
に

費
や
す
労
力
も
含
め
た
、
被
害
に
対
す
る
不
満
の
バ
ロ
メ
ー

タ
と
し
て
の
位
置
付
け
に
し
か
な
ら
な
い
。
個
体
数
調
整

な
ど
の
効
果
を
よ
り
正
確
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
上
で
、

正
確
な
被
害
量
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
算
出
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

(道
の
研
究
機
関
が
牧
草
の
被
害

量
の
推
移
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
)。

し
か
し
、
被
害
量
を
正
確
に
算
出
す
る
に
は
、
多
大
な

表1例:網 走市卯原内地区の場合(北 原 ・小松2000a)

一 の ライトセンサスに よ怯16頭 の エ'シ カ 目

コムギ畑 及 び隣 の ビート の 額 一

調査日2000年5/25

畑サイズを把握
被害の割合調査
実質被害面積を割り出す
各作物別粗収益を乗じる

滅収率(葉食害による》象
最低 害額 出

秋 ま きコムキ

0.832ha

26.22%

0.218ha

翠80/㎡

25%

¥43627
.北海道環境科学研究センターほか(1998)

5月以降の食害ここでは加味せず

ピート畑

0.67ha

5.27%

0.0353ha

¥100/㎡

¥35.329

調査日2㎜ 年10/12
畑サイズを把握
被害の割合調査
実質被害面積を割り出す
各作物別粗収益を乗じる
被害額算出

42



労
力
を
必
要
と
す
る
た
め
、
被
害
額
と
個
体
数
管
理
を
切

り
離
し
て
考
え
る

(個
体
数
指
数
の
指
標
に
被
害
額
を
使

わ
な
い
)
の
で
あ
れ
ば
、
現
状
の
算
出
方
法

で
も
構
わ
な

い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
行
の
算
出
方
法
で
は
、
被

害
補
償
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
近
年
道
東
各
地
に
お
い
て
防
鹿
柵
設
置
が
急
速

に
進
ん
で
い
る
が
、
効
果
が
高
く
被
害
額
減
少

に
つ
な
が
っ

て
い
る
反
面
、
移
動
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
、
柵
を
利
用
し

た
狩
猟
が
行
わ
れ
た
り
し
て
い
る
。
本
来
の
目
標
で
あ
る

農
業
被
害
が
大
幅
に
減
少
し
た
地
域
で
は
、
駆
除

・
狩
猟

圧
の
緩
和
が

表2北 海道における農業被害額基準

の面面 」は、 に じている田 、
に被害割合を乗じた面積とすることとし、
「被害割合」は、下記の算式によるとしている。

農作物の場合
被害を生じている田畑の全面積×被害の割合=被 害面積

被害の割合
↓
1一実際の生産者販売額÷被害が無かった場合を仮定した生産者販売額

「被害金額」は、被害が発生しなかったと仮定した場合の生産者販売額から

実際の生産者販売額を減じた額とすること

必
要
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、

移
動

の
妨
げ

や
他
地
域

へ

の
被
害
の
シ

フ
ト
を
防
止

す
る
に
は
、

柵
設
置
前
の

影
響
評
価
と

対
策
が
不
可

欠

で
あ
る
。

網
走

・
十

勝
管
内
に
お

け
る
広
域
的

な
防
鹿
柵
設

置
に
よ
り
津

別
町
と
陸
別

町
の
境
界
域

が
大
雪
個
体

群
と
阿
寒
個

体
群
の
唯

一

の
回
廊
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

鳥
獣
保
護
区
の
設
置
を

・
天
然
林
の
樹
皮
食
い
の
問
題

(参
考

"
図
1
～
4
)

エ
ゾ

シ
カ
に
よ
る
樹
皮
食
い
の
問
題
は
、
積
雪
深
の
変

化
に
伴
う
サ
サ
を
中
心
と
し
た
草
本
類
の
利
用
可
能
量
の

変
化
と
生
息
密
度
の
バ
ラ
ン
ス
評
価
が
重
要
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
冬
期
の
主
食
で
あ
る
サ
サ
の
利
用
可
能
量
が
、
積

雪
深
約
70

㎝
前
後
で
0
に
近
づ
く
。
も
し
く
は
、
高
密
度

条
件
下
で
越
冬
期
後
半
に
サ
サ
が
食
い
尽
く
さ
れ
現
存
量

が
0
に
な
る
。
そ
れ
ら
が
、
大
規
模
な
樹
皮
食
い
の
発
生

の
引
き
金
と
考
え
ら
れ
る

(北
原
ほ
か

2
0
0
0
)

農
業
被
害
と
比
較
す
る
と
、
局
所
的
な
発
生
も
多
く
見

ら
れ
、
現
存
す
る
越
冬
に
適
し
た
環
境

の
分
布
、
面
積
、

保
護
区
設
置
の
あ
り
方
に
も
関
連
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

道
東
地
域

の
全
個
体
数
の
調
整
の
み
で
は
、
被
害
を
食
い

止
め
る
に
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
今
後
は
、
生
息
地
管

理
手
法

の
確
立
や
鳥
獣
保
護
区
制
度
の
見
直
し
な
ら
び
に

狩
猟
計
画
の
見
直
し
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
野
生
鳥
獣
の
生
態

的
特
性
と
多
面
的
機
能
を
活
か
し
た
森
林
の
保
全
復
元
お

よ
び
林
業
と
の
調
和
に
配
慮
し
な
が
ら
、
流
域
単
位
も
し

く
は
各
地
域
個
体
群
ご
と
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

現
在
は
、
阿
寒
湖
周
辺
域
に
お
け
る
冬
期
限
定
の
給
餌

が
功
を
奏
し
、

ほ
ぼ
樹
皮
食

い
の
発
生
を
防
い
で
い
る

(増
子
ほ
か
未
発
表
)
。

エ
ゾ

シ
カ
の
生
息
地
を
保
全
す
る

目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
死

亡
率
の
低
下
を
招
く
の
で
、
間
引
き
も
併
行
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
問
題

現
在
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
重
点
は
、
阿
寒
個
体
群

に
限
ら
れ
、
他
の
地
域
は
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な

。枝 樹 皮
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い
た
め
、
個
体
数
調
整
に
よ
る
効
果
の
不
均

一
性
な
ど
が

正
確
に
評
価
出
来
な
い
状
況
に
あ
る
。
北
海
道
の
よ
う
な

広
大
な
場
所
に
お
け
る
保
護
管
理
に
お
い
て
は
、
パ
タ
ー
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ン
の
把
握
が
優
先
さ
れ
る
が
、
や
は
り
長
期
的

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
進
め
る
上
で
は
、
よ
り
広
域
的
に
様
々
な
調
査
を

実
施
し
地
域
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
現
在
ま

で
の
狩
猟
計
画

(猟
区
、
猟
期
、
捕
獲
可
能
頭
数
)
お
よ

び
捕
獲
頭
数
実
績

(表
3
)
を
見
る
限
り
、
今
後
の
性
比

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
管
理
は
、
重
要
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
積
雪
パ
タ
ー
ン
と
自
然
死
亡
率
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
よ
り
広
域
的
な
精
度
の
高
い
評
価
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

特
に
個
体
数
指
数
50
前
後
も
し
く
は
50
以
下
の
状
況
下

44



1
≧
、
ぐ

一西

零
閣
引
專

に
お
い
て
は
、
狩
猟
圧
を
2
年
以
上
連
続
し

て
強
く
す
る

こ
と
は
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
リ
ス
ク
管
理
も
大
切

で

あ
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
1
年
お
き
に
狩
猟

圧
を
や
や
強
め
に
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ

て
い
た
だ
き

た
い
。

・
フ

ィ
ー
ド

バ

ッ
ク

管

理

の

問

題

農

林

業

被

害

額

、

C

P

U

E
、

道東地域における捕獲数表3

霞)禰

7,609

6,150

3.759遡

9,123

18」64

27.287

26,732

34,314
6tO46

(単位亟
24,196
17,867

42,063

10,525

19,973

30,498

34,721

37,840

72.561

一
雪8,75716,30416.107

3.1953.3124.479

21,95219,61620,586

6.39710,08911,959

6,34011,00514,659

12.73721,09426.618

25,15426,39328,066

9,53514.31719.138

34.68940.71047.204

平墜

13,056

2,272

15,328

4,819

4,793

9,612

17,875

7,065

24。940

平

ス
ス

オ

メ
狩猟 廓

禁

計

駆

ス
ス

オ
メ

ム
ロ

ラ
イ

ト

セ

ン
サ

ス
な

ど

の

デ
ー

タ

は
、

集

計

に
時

間

が

か

か

り
、

も

し

く

は

調
査

時

期

が

狩
猟

期

直

前

で
あ

る

た

あ
、

速

や

か

に

フ

ィ
ー

ド

バ

ッ
ク

さ

れ

に
く

い
…難
点

が
あ

る
。

劇

特

に
フ
ィ
!
ド
バ
ッ

酢

ク

に
重

要

な

秋

の

ラ

麹

イ

ト

セ

ン
サ

ス
調

査

粘

結

果

を
、

そ

の
年

の

獺

狩

猟
計

画

に
反

映

さ

畿

せ

る

た

め

に

は
、

狩

晦

猟

開
始

を

原

則

11
/

q

15

か

ら

と

し
、

狩

猟

値定

期

間

を

ー

ケ
月

(
～

朧

旭

/

焉

)
、

-

・
5

猟

ケ
月

(～

}

5
)
、

獅

2

ケ
月

(～

1
/

15
)、

狩

2

・
5

ケ
月

(
～

1

の域

/

31
)

ま

で
選

択

可

勅

能

と

し

て
お
く

。

10

櫨

月
下

旬

に

ラ

イ

ト

セ

ン
サ
ス
を
実
施
し
た
後
、
速
や
か
に
集
計
し
個
体
数
指
数

評
価
を
行
い
、
生
息
数
の
増
減
や
性
比
を
考
慮
し
た
上
で
、

オ
ス

・
メ
ス
そ
れ
ぞ
れ
猟
期
、
猟
区
、
捕
獲
可
能
頭
数

(頭
/
人

・
日
)
を
決
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
各

市
町
村
に
お
い
て
、
面
積
が
広
い
市
町
村
、
属
地
有
害
駆

除
頭
数
と
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
カ
ウ
ン
ト
数
の
間

に
大
き
な
開
き
が
あ
る
市
町
村
等
に
お
い
て
、
調
査
距
離

や
回
数
を
増
や
す
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(表
4
)。

「
な
わ
ば
り
」
を
持
た
な
い
エ
ゾ
シ
カ
は
牧
草
地
な
ど

の
収
容
力
が
高
い
良
好
な
餌
場
に
偏

っ
て
分
布
し
て
い
る

こ
と
が
珍
し
く
な
い

(北
原

・
小
松

二
〇
〇
〇

c
)
。
局

所
的
な
分
布

で
あ

っ
て
も
収
容
力

の
高
い
地
域
で
爆
発
的

に
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
全
体

の
生
息
数
が
少
な
い
と

は
断
言

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
局
所
的
に
高
密
度
に

生
息
し
て
い
た
地
域
で
減
少
が
み
ら
れ
た
場
合
、
他
地
域

に
も
同
様
に
生
息
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
個
体

数
管
理
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査

コ
ー

ス
を
ど
こ
に
選
定
す
る
か
も
重
要

で
は
な
か
ろ
う
か
。
特

に
防
鹿
柵
設
置
に
よ
る
分
布
の
変
化
も
踏
ま
え
、
再
検
討

の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
春
の
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
は
、
そ
の
年
の
狩
猟
や

自
然
死
亡
が
個
体
群
に
与
え
る
影
響
を
反
映
す
る
こ
と
か

ら
、
実
施
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(表
5
)。

調
査
時
期
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
、
雪
解
け
と
季
節
移
動
の
年
度
間
の
バ
ラ
ツ

キ
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
が
、
多
少
調
査
日
を
ず
ら
し

て
、
5
月
中
旬
前
後
に
3
回
以
上
実
施
す
れ
ば
大
き
な
問

題
と
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

列
車
事
故
は
特
定
の
地
域

に
情
報
が
偏

っ
て
お
り
、
対

象
地
域
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
セ
ン
サ
ス
調
査
は
、
大
変
価
値
あ
る
調

査
だ
が
、
見
落
と
し
の
問
題
、
越
冬
地
シ
フ
ト
の
問
題
、

積
雪
深
の
年
変
動
な
ど
精
度
や
評
価
上
の
ネ

ッ
ク
も
抱
え

て
い
る
。
ま
た
、
2
月
下
旬
か
ら
3
月
上
旬
に
実
施
し
て

お
り
、
自
然
死
亡
を
正
確
に
評
価
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
た
だ
し
、
調
査
区
域

(阿
寒

・
白
糠
地
域
ほ
か
)
に

お
い
て
、
密
度
が
依
然
と
し
て
高
い
こ
と
だ
け
は
北
海
道

に
よ
る
調
査
結
果
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
過
去
2
年
間
多

く
の
エ
ゾ
シ
カ
を
捕
獲
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
の

生
息
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
密
度
管
理

(密
度

の
低
下
)
が
不
十
分
で
あ
る
。
生
息
地
管
理
が
伴
わ
な
い

ま
ま
個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
の
み
に
固
執
す
る
こ
と
は
個

人
的
に
賛
成
出
来
な
い
。
ま
た
、
密
度
評
価
と
個
体
数
指

数
評
価
は
、
引
き
続
き
慎
重
に
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
そ

の

他

こ
れ
ま
で
述
べ
た
点
の
改
善
に
は
、
い
ず
れ
も
よ
り

一

層
の
調
査
研
究
の
充
実

(多
く
の
地
域
に
お
け
る
デ
ー
タ

収
集
)
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
行
政
側

に
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
保
護
管
理
計
画
を
進
め
て
い
く
上
で
、
情
報

公
開
、
説
明
責
任
、
合
意
形
成
を
、
怠

っ
て
は
な
ら
な
い
。

被
害
が
軽
減
し
た
り
、

エ
ゾ
シ
カ
の
存
在
価
値
が
多
様
化

し
広
く
住
民
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
管
理
目
標

を
柔
軟
に
変
更
し
、
個
体
数
調
整
の
み
に
頼
ら
な
い
共
生

ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
個
体
数
の
管
理
目
標
を

一
律
25
に
せ
ず
、
防
鹿
柵
の
有

無
、
観
光
地

(知
床
半
島
ほ
か
)
な
ら
び
に
エ
コ
ツ
ア
ー

事
業
の
展
開

(美
幌
峠
)、
積
雪
の
多
少
、
冬
期
給
餌

の

実
施

(阿
寒
湖
畔
)、
高
山
帯
湿
地
帯

(大
雪
山
系

・
根

釧
地
域
ほ
か
)
、
隔
離
孤
立
個
体
群

(能
取
岬
、
洞
爺
湖

中
島
)
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
個
体
数
指
数
25
1
50

の
幅
を
設
け
る

(各
地
域
個
体
群
ご
と
に
き
め
細
か
な
調

査
の
実
施
と
保
護
管
理
の
実
践
を
要
望
)。

こ
れ
ま
で
北
海
道
は
、
計
画
対
象
地
域
全
体
の
生
息
数
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を

『
3
年
間
」
と
い
う
短
期
間
に
半
減
さ
せ
る
緊
急
減
少

措
置
期
間
中
、
猟
期
、
猟
区
、
捕
獲
可
能
頭
数
の
設
定
を
、

「捕
獲
数
を
大
幅
に
増
や
す
た
め
」

と
い
う
非
常
に
安
易

な
考
え
方
で
、
猟
期
延
長
、
猟
区
拡
大
、
捕
獲
数
2
頭
/

人

・
日
に
変
更
を
行

っ
て
き
た
。

全
体
の
生
息
数
を
減
ら
す
こ
と
も
時
に
は
必
要
だ
が
、

何
故
3
年
で
半
減
と
限
定
し
た
の
か
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
。

3
年
と
急
ぐ
あ
ま
り
、
オ
オ
ワ
シ
等
の
鉛
中
毒
死
を
助
長

し
、

ハ
ン
タ
ー
の
狩
猟
意
欲
を
損
な
わ
せ
な
い
よ
う
に
、

性
比
が
メ
ス
に
偏

っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

メ
ス
ジ
カ

表4各 市町における駆除数、目撃数、被害額の推移

市
平成4年度
平成5年度
平成6年度
平成7年度

美幌町 平成8年度
平成9年度
平成10年 度
平 判

ス・メス)騨 イトセンサス /20km鱒

156(91:65)
205(102:103)
233(117:116)
296(170:126)
204(118:86)
305(185:120)
454(267:187)
298(160:138)

268.88

8

3
3

0

1

1
6

2

5

3
2

2

2

1
6

1

0503

(万 円)

147

176

183

175

168

123

127

105

150.50

平成4年 度
平成5年 度
平成6年 度
平成7年 度津別町
平成8年 度

平成9年 度.
平成10年 度
平11

平

679(348
619(323
746(376
987(496
791(392
1129(529
1678(874
1295(648

331)
296)
370)
491)
399)

600)
804)
647

990.50

86

79

98

156

156

80

251

116

127。75

197

214
156

215

209

108

114
40

15663

と
オ
ス
ジ
カ
の
猟
期
や
猟
区
を
同
様
に
設
定
し
、
結
果
と

し
て
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
数
は
オ
ス
ジ
カ
の
方
が
多
く
な

っ

て
い
る

(表
3
)。

こ
の
よ
う
に
オ
ス
を
飴
玉
と
し
て
利

用
し
た
り
、
予
察
駆
除
を
行

っ
た
り
す
る
こ
と
に
は
反
対

す
る
。

有
害
駆
除
は
、
各
地
域
の
被
害
状
況
や
地
域
個
体
群

の

管
理
目
標
に
応
じ
、
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
捕
獲
対
象

を
限
定
し
、
被
害
軽
減
に
努
め
る

一
方
で
、
捕
獲
個
体

の

有
効
活
用
を
促
進
す
る
べ
き
だ
と
感
じ
る
。

今
年
度
は
さ
ら
に
猟
期
を
ー
ヶ
月
延
長
す
る
よ
う
だ
が
、

平成4年度
平成5年度
平成6年度
平成7年度置戸町
平成8年度
平成9年 度
平成10年 度

11

114(58:56)
148(69:79)
198(94104)
274(138136)
1407(553854)
858(354504)
822(216606)

1789389:1400)
70t25

74

60

123

109

131

145
183

47

109.00

30

36

37

45
72

餌

61

38

88"

平成4年 度
平成5年 度
平成6年度

留辺鋼 瑠 羅
平成9年度
平成10年 度
平成判 年

118(61:57)
125(63:62)
168(90:78)

377(201176)
483(201282)
249(117132)
215(85130)
7235:37

22588

21

11

3

24
22

29

19

11

50コ71

52

65

53

89
65

鱒

28

16

5051

管
内
に
お
い
て
推
定
数
千
頭
程
度
多
く
な
る
こ
と
が
ど
の

程
度
社
会
的
価
値
が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

林
業
関
係
者
、
防
鹿
柵
設
置
が
完
了
お
よ
び
進
行
し
て

い
る
地
域
の
農
家
、

ハ
ン
タ
ー
ら
が
そ
こ
ま
で
エ
ゾ
シ
カ

を
憎
み
、
1
日
で
も
早
く
1
頭
で
も
多
く
減
ら
し
て
欲
し

い
と
願

っ
て
い
る
の
か
は
疑
わ
し
い
。
林
業
関
係
者
は
、

ハ
ン
タ
ー
が
作
業
場
に
侵
入
し
て
く
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。

多
く
の
ハ
ン
タ
ー
は
、
持
続
的
に
狩
猟
が
出
来
る
こ
と
を

望
む
で
あ
ろ
う
。
個
体
数
指
数
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る

上
で
も
、
狩
猟
条
件
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
良
い
こ

網走支庁管内エゾシカ状況(網 走支庁環境生活課調べ)に 基づき作成
'曹辺肇町は平成7年度から防塵柵殴量開始(平戚11年度鰹了)

、津別町は平蔑9年度から防鹿柵設置蘭始(平虞12年度終了》.
鱒ライトセ"ス突施時期平域10年度以輝

、11月上中旬から10月下句へ喪更

表4か ら推測できる点
天候が調査に影響
調査回数が少ない
調査場所の選定に問題
調査距離が短い
理諭上(通常の繁殖)ありえない 美幌11→66、津別80→251
有害駆除の方法に問題(メスは十分捕獲している)
被害割合の算出が雑、非定量的
未調査地域に、生息数が多い(多かった)

有害駆除を行っても、シカ個体数も農桑被害額も減らない
ライトセンサス目撃数と農業被害額に明瞭な相関が見られない

道東地域全体の個体数指数評価およびフィードバックに対して
このようなデータ群を用いることは妥当だろうか?十 分といえるか?

駆除を実施している地区と個体数調査を実施している地区の
ズレ 正確に評価しているか。

表51999年 と2000年 の生 息 数 比 較(同 一 地 区 間)

TOTAL

美幌町峠牧場8

津別町上里地区

津別町木樋地区

冬期子ジカの死亡率

美幌町峠牧場喰

津別町上里地区

津別町木樋地区

1999春5/8&10

1049

73

59

1999秋10/20&25

311

7十

9十

2000春5/16&17

694

57

44

2000春5/16&17

123

5十

2十

増 減(%)

一33 .8

-2t9

-25 .4

減少率(%)

60.5

28.6±

77.8±

*美 幌町峠牧場における調査 期間は 、春5月 、秋9～10月(1999年 秋は一部推定値を使 用)

2
月
以
降
の

狩
猟
は
反
対

で
あ
る
。
な

ぜ
そ
こ
ま
で

す
る
必
要
が

あ
る
の
か
再

検
討
の
余
地

が
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得

な
い
。
直
接

的
な
被
害
軽

減
効
果
が
期

待
で
き
る
有

害
駆
除
と
違

い
、
相
対
的

に
被
害
軽
減

効
果
が
低
い

狩
猟
に
よ
る

捕
獲
数
が
、

猟
期
1
ヶ
月

延
長
に
よ
り
、

道
東
地
域
3

こ
と
が
ど
の
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と
で
は
な
い
。
防
鹿
柵
が
未
設
置
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
、

被
害
が
深
刻
で
あ
る
な
ら
有
害
駆
除
を
地
域

限
定
で
強
化

す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

(被
害
額
が
高

い
地
域
か
ら

順
次
防
鹿
柵
設
置
が
進
行
し
て
お
り
、

エ
ゾ

シ
カ
に
対
す

る
嫌
悪
感
が
薄
ら
い
で
い
る
地
域
は
増
え
て
い
る
)
。

北
海
道
新
聞
夕
刊

(
9
/
11
)
の
コ
ラ
ム
に
お
い
て
、

鳥
類
研
究
者
、
藤
巻
裕
蔵
氏

(帯
広
畜
産
大
学
教
授
)
は
、

「
2
月
末
ま
で
の
猟
期
1
ヶ
月
延
長

に
関
し

て
、

2
月
は

エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
地
と
生
息
分
布
が
重
な
る

(猟
区
と
な

り
う
る
)

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
や
ク
マ
タ
カ
な
ど
猛
禽
類
の
繁

殖
活
動
が
始
ま
る
時
期
で
あ
り
、
全
く
影
響
評
価
や
配
慮

が
な
い
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
た
。
全
く
同
感

で
あ
り
、
鳥

類
に
対
す
る
配
慮
が
な
さ
す
ぎ
る
と
感
じ
る
。
今
年
度
の

猟
期
か
ら
鉛
ラ
イ
フ
ル
弾
の
使
用
が
禁
止
に
な
る
が
、
鉛

散
弾
の
使
用
は
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か

(本
原
稿
の
印
刷

前
、
来
年
度
か
ら
の
鉛
散
弾
の
使
用
も
禁
止

に
な
る
と
発

表
さ
れ
た
。
関
係
者
の
多
大
な
努
力
に
対
し
敬
意
を
表
し

た
い
)
。
な
ら
ば
流
氷
が
接
岸
し
、
湖
沼
が
完
全
結
氷
す

る
2
月
に
は
、
多
数
の
オ
オ
ワ
シ
が
内
陸
に
餌
を
求
め
て

飛
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
鉛
散
弾

で
撃
た
れ
雪

原
に
放
置
さ
れ
た

エ
ゾ
シ
カ
が
あ
れ
ば
、
鉛
中
毒
を
助
長

す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
根
室
管
内
は
、

こ
の
よ
う
な

点
に
配
慮
し
猟
期
延
長
し
な
い
よ
う
だ
が
、
鳥
に
行
政
区

域
は
関
係
な
い
。
釧
路
管
内
に
も
網
走
管
内

に
も
多
数
飛

来
し
て
い
る
。
行
政
の
説
明
は
、
非
常
に
身
勝
手
な
考
え

方
と
非
難
さ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。
行
政
自
ら
2
月
に

猟
場

へ
出
向
き
放
置
さ
れ
て
い
る
エ
ゾ
シ
カ
の
死
体
を
積

極
的
に
回
収
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ハ
ン
タ
ー
の
モ
ラ

ル
に
任
せ
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
毎
年

エ
ゾ
シ
カ
猟
を
行
う
ハ
ン
タ
ー
と
冬
眠

前
の
ヒ
グ

マ
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
。
ヒ
グ

マ

の
貯
食
期
、

エ
ゾ
シ
カ
の
繁
殖
期
に
あ
た
る
11
月
上
旬
の

狩
猟
解
禁
は
、
安
易
な
考
え
方
で
実
施
す
る
べ
き
で
は
な

い
。北

海
道
新
聞

(1
/
23
夕
刊
)
に
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
の

給
餌
場
に
集
ま
る
エ
ゾ
シ
カ
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
全
体
の
生
息
数
が
減
る

一
方

で
、
逆

に
被
害
が
増
え
る
地
域
も
あ
る
と
い
う
ジ

レ
ン
マ

の
典
型
と
も
感
じ
る
。
同

一
地
域
に
生
息
す
る
野
生
生
物

を
、
人
間

の
都
合
で

一
方
を
完
全
保
護
、
他
方
を
駆
除
す

る
と
い
う
身
勝
手
さ
に
対
す
る
皮
肉
を
感
じ
る
光
景
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
批
判
を
す
る
も
の
の
、

エ
ゾ
シ
カ
保
護
管

理
計
画
を
完
全
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
研

究
成
果
も
、
各
研
究
機
関
の
努
力
に
よ
り
数
年
前
と
比
べ

て
飛
躍
的
に
充
実
し
て
き
た
。
行
政
機
関
も

エ
ゾ
シ
カ
保

護
管
理
計
画
の
た
め
に
多
く
の
経
費
と
労
力
を
費
や
し
て

い
る
。

エ
ゾ
シ
カ
に
対
し
申
し
訳
な
い
と
思
い
つ
つ
も
、

個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
と
感
じ
る
時
も

あ
る
。
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新

エ
ゾ
シ
カ
保
護
管
理

計
画
に
も
良
い
点
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
保
護
管
理
計
画
に
お
け
る
当
面
の
目
標
は
、

被
害
の
軽
減
に
あ
り
、
個
体
数
の
減
少
で
は
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
、
そ
の
目
標
が
逆
転
し
て
い
る

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

あ
ろ
う
か
。
野
生
動
物

(
エ
ゾ
シ
カ
)
と
の
共
生
、

エ
ゾ

シ
カ
の
保
護
管
理
1ー
エ
ゾ

シ
カ
と
い
う
種
の
保
存
で
は
な

く
、
生
息
地
を
含
あ
た
生
態
系
の
保
全
、
そ
れ
以
上
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

引
用
文
献

図
1
～
4

・
北
原
理
作

・
南
野

一
博

・
澤
田
直
美

・
増
子
孝
義

2

0
0
0

糞
分
析
に
よ
る
エ
ゾ
シ
カ
の
越
冬
期
に
お
け

る
食
性
評
価
プ
ロ
・
ナ
ト
ゥ
ー
ラ

・
フ
ァ
ン
ド
第
9
期

助
成
成
果
報
告
書
43
-
51

表
1

・
北
原
理
作

・
小
松
輝
行

2
0
0
0
a

「
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
森
」

エ
ゾ
シ
カ
生
息
状
況
調
査

東
京
農
業
大
学

生
物
資
源
研
究
所

平
成
12
年
度
受
託
研
究
成
果
報
告

書
・
北
海
道
環
境
科
学
研
究

セ
ン
タ
i

・
北
海
道
立
林
業
試

験
場

・
北
海
道
立
根
釧
農
業
試
験
場

・
北
海
道
立
十
勝

農
業
試
験
場

・
北
海
道
立
滝
川
畜
産
試
験
場

・
北
海
道

立
衛
生
研
究
所
.
1
9
9
8
,
平
成
9
年
度
重
点
研
究

報
告
書
.

「
エ
ゾ
シ
カ
の
保
全
と
管
理
に
関
す
る
研
究
」

表
5

・
1
9
9
8
1
1
9
9
9
年
度
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本

委
員
会

(W
W
F
-
J
A
P
A
N
)
助
成
事
業

「大
規

模
公
共
草
地
に
お
け
る

エ
ゾ
シ
カ
の
生
態
学
的
特
性
と

狩
猟
圧
強
化
が
地
域
個
体
群
に
及
ぼ
す
影
響
」

・
北
原
理
作

・
小
松
輝
行

2
0
0
0
b

エ
ゾ
シ
カ
防

除
資
材

の
効
果
調
査

津
別
町
防
鹿
柵
開
口
部
周
辺
に

お
け
る
エ
ゾ
シ
カ
の
分
布
状
況
並
び
に
忌
避
材
を
用
い

た
侵
入
防
止
に
関
す
る
効
果
調
査

東
京
農
業
大
学
生

物
資
源
研
究
所

平
成
11
年
度
受
託
研
究
成
果
報
告
書

・
北
原
理
作

・
小
松
輝
行

2
0
0
0
c

エ
ゾ
シ
カ
防

除
資
材
の
効
果
調
査

大
規
模
公
共
草
地
に
お
け
る
忌

避
材
を
用
い
た

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
牧
草
食
害
防
止
効
果

調
査
お
よ
び
美
幌
町
峠
牧
場
周
辺
に
お
け
る
エ
ゾ
シ
カ

分
布
調
査

東
京
農
業
大
学
生
物
資
源
研
究
所

平
成

11
年
度
受
託
研
究
成
果
報
告
書

47


